
私の地域は、私たちが守る。「共助」

■
行
政
出
前
講
座

　

行
政
出
前
講
座
で
は
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
の
き
っ
か

け
と
な
る
講
座
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

「
自
主
防
災
の
す
す
め　

防
災
出
前
講
座
」

　

自
主
防
災
組
織
の
取
組
紹
介
等
を
通
し
て
、
防
災
知
識
の

習
得
と
意
識
の
高
揚
を
図
る
講
座

　

問
・
申 

防
災
危
機
管
理
局
（
☎
６
５
―
６
５
５
５
）

　
　
　
　

 

姉
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
☎
６
４
―
５
２
８
１
）

「
避
難
所
開
設
運
営
訓
練
（
Ｈ
Ｕ
Ｇ
）」

　

避
難
所
を
開
設
・
運
営
に
関
す
る
疑
似
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

問
・
申 

防
災
危
機
管
理
局
（
☎
６
５
―
６
５
５
５
）

い
ざ
、
実
践
!

【
訓
練
の
ポ
イ
ン
ト
】

　

避
難
所
開
設
訓
練
は
よ
り
実
践
的
な

訓
練
に
す
る
た
め
、
避
難
者
の
受
付
業

務
も
実
施
し
ま
し
た
。
訓
練
の
流
れ
の

中
で
、
参
加
者
が
特
に
重
要
だ
と
感
じ

た
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。
各
自
治

会
の
代
表
者
が
参
加
し
、
湖
北
中
学
校

で
避
難
所
開
設
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
て

行
い
ま
す
。

①区画分けはバランスが大切！
　ロールマットを敷き、自治会ごとに滞在スペースを区画分けして
いきます。指定する一人あたりのスペースの広さによって、避難後
の住環境を大きく左右するといわれており、快適度と収容人数のバ
ランスが重要です。区画はアルファベットの看板で示し、受付で指
示があった場所がわかりやすいように工夫します。

②受付は避難所運営の要！
　まずは入口で受付を行います。受付
カードに避難者情報を記入してもらい、
所定の滞在スペースに案内します。受付
をスムーズかつ正確に行うことが、避難
所に混乱を起こさないために重要です。
避難者の体調などによっては滞在スペー
スの場所も配慮が必要。

③備蓄倉庫を確認！
　飲料水や毛布など、必
要な備蓄品を確認しま
す。災害用毛布は、体温
管理のため必要です。

④ 全員が設営手順を
把握する!

　開設手順を学びます。
　被災時の人員不足を補うため、参加者全員がマニュ
アルをもとに手順を覚えます。

⑤避難者をスムーズに誘導！
　表示板を設置します。混雑した避難所で、
どこになにがあるかをすぐにわかることは、
混乱やストレスを抑える効果があります。

⑥プライバシーに配慮する！
　集団での生活を余儀なくされる
避難所では、プライバシーの確保
が課題となります。更衣・授乳な
どに使えるスペースとして応急的
な仕切りを作ります。

【
訓
練
で
見
え
た
こ
と
】

　

第
３
回
目
の
訓
練
で
は
、
避

難
所
の
開
設
に
か
か
っ
た
時
間

は
約
15
分
。
回
を
重
ね
る
ご
と

に
、
訓
練
の
成
果
が
現
れ
て
き

て
い
ま
す
。

■
良
か
っ
た
こ
と

　

避
難
所
の
開
設
手
順
が
把
握

で
き
、
備
蓄
倉
庫
の
備
蓄
状
況

の
整
理
を
し
て
い
た
こ
と
で
短

時
間
で
避
難
所
開
設
が
で
き

た
。

■
気
づ
い
た
こ
と

　

滞
在
ス
ペ
ー
ス
を
区
画
分
け

し
て
み
る
と
、
実
際
の
避
難
時

に
は
、
避
難
所
の
ス
ペ
ー
ス
が

不
足
す
る
と
想
定
さ
れ
る
。

■
今
後
の
課
題

　

よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
、
よ
り
正

確
に
避
難
者
受
付
が
で
き
る
シ

ス
テ
ム
作
り
と
、
役
割
を
自
主

的
に
判
断
し
、
実
際
の
開
設
を

十
分
意
識
し
て
行
う
訓
練
と
な

る
よ
う
改
善
が
必
要
で
す
。

地
域
の
実
情
を
把
握
す
る
!

防
災
マ
ッ
プ
の
作
成

　
　

■
西
黒
田
地
域
づ
く
り
協
議
会

ゲ
ー
ム
で
養
う
、判
断
力
!

避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム（
Hハ

グ
U
G
）

　
　

■
神
照
地
域
づ
く
り
協
議
会

　

平
成
25
年
・
26
年
に
D
I
G

と
呼
ば
れ
る
手
法
を
用
い
て
災

害
時
図
上
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
が
大
き
な
地
図
を
囲
み
、

み
ん
な
で
危
険
箇
所
や
安
全
だ

と
思
う
避
難
経
路
を
書
き
込
み

な
が
ら
議
論
を
し
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
こ
の
情
報
を
共
有
し
、

各
自
治
会
ご
と
に
住
民
の
気
づ

き
が
反
映
さ
れ
た
防
災
マ
ッ
プ
と
し
て
取
り
ま
と
め
、
平

成
27
年
に
は
看
板
に
仕
上
げ
て
各
自
治
会
館
な
ど
に
設
置

し
ま
し
た
。

　

西
黒
田
地
域
づ
く
り
協
議
会
は
「
地
域
の
防
災
上
の
長

所
・
短
所
が
情
報
と
し
て
共
有
で
き
、
地
域
住
民
の
防
災

へ
の
意
識
が
高
ま
っ
て
き
た
」
と
評
価
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
地
域
を
一
番
よ
く
知
る
の
は
地
域
住
民
で
あ
る
こ
と

か
ら
、「
今
後
も
知
恵
を
出
し

合
っ
て
、
地
域
防
災
に
つ
い

て
の
情
報
共
有
を
継
続
し
て

行
っ
て
い
き
ま
す
」

　

毎
年
８
月
に
実
施
す
る
防
災
研
修
会
に
お
い
て
、
避
難

所
運
営
ゲ
ー
ム
（
H
U
G
）を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

「
災
害
時
に
お
け
る
避
難
所
運
営
に
つ
い
て
考
え
て
お
く
べ

き
」
と
い
う
思
い
か
ら
静
岡
県
が
開
発
し
た
ゲ
ー
ム
で
す
。

カ
ー
ド
と
仮
想
避
難
所
の
図
面
、
掲
示
板
を
使
っ
た
も
の

で
、
１
組
７
人
程
度
の
グ
ル
ー
プ
を
複
数
つ
く
り
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
行
い
ま
す
。
各
カ
ー
ド
に
は
、
避
難

者
の
抱
え
る
様
々
な
状
況
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
状

況
に
応
じ
て
ど
の
場
所
を
避
難
者
に
割
当
て
す
る
か
を
避

難
所
の
図
面
に
配
置
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
後
は
、
他
グ

ル
ー
プ
と
情
報
共
有
を
行
い
、
避
難
者
の
受
入
れ
や
避
難

所
の
運
営
方
法
に
つ
い

て
討
論
を
重
ね
ま
し

た
。
協
議
会
で
は
、「
避

難
者
自
ら
が
、
避
難
所

運
営
を
主
体
的
に
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
成
り
立

た
な
い
」
と
い
う
思
い

の
も
と
、
今
後
は
、
こ

の
訓
練
で
の
学
び
を
活

か
し
た
新
し
い
取
組
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

女
性
消
防
団
の
取
り
組
み

　

長
浜
市
消
防
団
本
部
は
、
現
在
19
人
の
女
性
消
防
団
員

が
所
属
し
て
い
ま
す
。
平
成
10
年
に
発
足
し
、
今
年
で
活

動
19
年
目
に
な
り
ま
す
。
地
域
の
女
性
が
、
地
域
の
防
災

や
救
命
に
関
す
る
広
報
活
動
を
は
じ
め
、
月
に
１
度
消
防

署
に
よ
る
講
習
会
を
受
講
し
、
防
災
や
救
命
の
知
識
の
習

得
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

●
入
団
の
動
機

　
「
地
域
を
支
え
る
た
め
に
何
か
し
た
い
」

　
「
女
性
な
ら
で
は
の
視
点
で
啓
発
活
動
を
し
た
い
」

● 

女
性
消
防
団
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と

　
「
女
性
の
視
点
で
、
多
く
の
人

に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
広
報
活

動
が
で
き
ま
す
。
例
え
ば
踊
り
で

救
命
活
動
を
紹
介
す
る
救
命
ダ
ン

ス
を
行
っ
て
い
ま
す
」　

●
今
後
の
抱
負　
　

　

年
々
防
災
や
救
命
意
識
は
高

ま
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
が
、
今

後
必
ず
起
こ
る
大
災
害
に
備
え
て

さ
ら
に
積
極
的
に
活
動
し
ま
す
」
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